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１．研究計画の概要
アジアの多くの発展途上国では、母子感染
（経胎盤および母乳による）、気道・経口あ
るいは血液を介する感染症による小児の死
亡が多い。また、新興感染症が小児にも広が
る危険性がある。感染症の広がりにはウイル
ス側の変異も大きく関係する。ウイルスの変
異を知ることはより有効なワクチン開発に
必要である。アジアでは経済的な理由で既に
市販されている検査試薬も殆ど使われてい
ない。従って今までわが国の研究者による子
どもを視点とした継続的なアジアの感染症
の研究は殆どなされていない。このような状
況の下、最先端の方法で疫学、予防、治療を
行うことが望ましいが、そのためにはわが国
の研究者自身によるかまたは指導・援助が必
要である。しかも緊急性を要する。ワクチン
の開発を視野において(1)血液関連感染症の
分子疫学調査 (2)下痢症ウイルスおよびエン
テロウイルス、コロナウイルスの診断と分子
疫学的検索 (3)呼吸器系ウイルス診断 (4)小
児のウイルス性感染症と環境汚染との接点
を探る。
２．研究の進捗状況
(1)HIVの母子感染に関してはベトナムで HIV
陽性患児のサブタイプを決め、薬剤耐性株が
見られた。(2)タイ、バングラデシュ、ベト
ナム、スリランカで下痢症ウイルスの分子疫
学を行った。最近注目されているヒトパレコ
ウイルス、ヒトボカウイルスについても調べ
た。(3)ノロウイルス、ロタウイルス、アス
トロウイルス、サポウイルス診断のイムノク
ロマト法を開発し利用した。さらに改善を行
っている。(4)タイにおいてカキ、環境水か
らの下痢症ウイルスの検出を行った。(5)ラ

オスにおいて学童の風疹抗体を調べた。(6)
現在、ベトナムの呼吸器感染症の検体で
Multiplex PCR 法を用いた遺伝子診断を行っ
ている。アジアでは麻疹、風疹がまだ撲滅さ
れていない。簡易にできる迅速診断法の開発
を行っている。(6)動物とヒトのロタウイル
スの組換え体や動物における下痢症ウイル
スおよび肝炎ウイルスを見出し、人獣共通感
染症を予見できた。
３．現在までの達成度
ほぼ思いとおりに進んでいる。一部は予想以
上の成果であり、一部は対象である患者サイ
ドの問題で進まないことがある。
ここでは新しい診断法として、免疫学的な方
法としてはイムノクロマト法であり下痢症
ウイルスを中心に開発した。下痢症ウイルス
に対しては multiplex PCR をさらに開発し、
ピコルナウイルスに対しても展開した。HIV、
風疹、ウイルス性下痢症に関して分子疫学を
行い多くの成果を得た。小児のみならず、さ
らに家畜、貝、環境中の汚染を見出すことが
出来た。
４．今後の研究の推進方策
発熱・発疹を示す麻疹と風疹をイムノクロマ
ト法で診断する方法を確立し、アジアでの診
断に役立てる。ウイルス性呼吸器感染症を
multiplex PCR で診断し、イムノクロマトに
よるインフルエンザやメタニューモウイル
ス感染症と併用する。治療の研究においては
患者に用いることに関してのアジアの国々
での倫理委員会の承認を得ることが難しい。
試験管内での研究を主に行う。
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